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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第51期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第52期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第51期

会計期間
自　平成20月４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21月４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 3,770,345 2,626,320 14,546,537

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 306,146 △62,218 960,401

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 165,415 △98,501 671,282

純資産額 (千円) 10,751,601 10,691,421 10,800,557

総資産額 (千円) 17,145,585 15,604,786 16,172,121

１株当たり純資産額 (円) 1,357.64 1,352.68 1,365.16

１株当たり四半期
(当期)純利益
又は１株当たり四半期
純損失(△)

(円) 21.27 △12.66 86.33

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 61.6 67.4 65.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 544,014 443,091 1,561,114

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △205,625 △261,690 △696,210

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △376,592 △47,997 △701,386

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,731,375 3,028,260 2,849,139

従業員数 (名) 2,924 2,690 2,620

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 2,690

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員数は、従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 153

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

部門 金額(千円) 前年同期比(％)

センサ電子部品 2,466,634 △37.2

計測制御機器 14,629 △64.1

合計 2,481,263 △37.4

(注)　上記金額は、販売価格で表示してあり、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当第１四半期連結会計期間における受注状況を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

部門 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

センサ電子部品 2,854,311 △32.1 1,485,443 △32.2

計測制御機器 21,234 △49.0 11,933 △39.2

合計 2,875,546 △32.3 1,497,376 △32.2

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

部門 金額(千円) 前年同期比(％)

センサ電子部品 2,615,456 △30.0

計測制御機器 10,863 △69.3

合計 2,626,320 △30.3

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

はありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はあ

りません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

この事項については該当ありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、昨年後半から深刻化した金

融危機と実体経済の悪化による極めて厳しい状況が継続しました。一部の業種で在庫調整が進み、生産回

復の兆しが見え始めているものの、本格的需要回復にまでは至っておらず、依然として先行きは不透明で

あります。

このような状況のなか、当社グループでは、国内外の環境エコ関連メーカーをターゲットとした営業活

動を積極展開し、ハイブリッドカー、エコキュートなど環境対応製品向けに当社独自の製品を提案、タイ

・中国の生産拠点を核としたグローバル生産体制の更なる強化を図り、競争力強化に取り組んでまいり

ましたが、この広範且つ大幅な需要減退への対応を余儀なくされ、売上高、利益面共に苦戦を強いられま

した。

その結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は前同一四半期比30.3％減の26億２千６百万円と

なりました。損益面におきましては、営業損失１億５千７百万円(前同一四半期営業利益３億９千５百万

円)、経常損失６千２百万円(前同一四半期経常利益３億６百万円)、四半期純損失９千８百万円(前同一四

半期四半期純利益１億６千５百万円)となりました。

部門別業績につきましては、センサ電子部品部門(サーミスタ素子、温・湿度センサ等)の売上高は26億

１千５百万円、前同一四半期比30.0％減となりました。他方、計測制御機器部門(温・湿度計測制御機器、

風速計等)は、売上高１千万円、前同一四半期比69.3％減となりました。

所在地別セグメントにつきましては、国内においては売上高22億８千９百万円(前同一四半期比30.8％

減)、営業損失８千４百万円(前同一四半期営業利益４億１千８百万円)、アジアでは、売上高12億７千万円

(前同一四半期比34.0％減)、営業利益３千８百万円(前同一四半期比68.9％減)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動に必要な資金の確保、更に健全なバランスシートの維

持を財務方針としております。

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比５億６千７百万円(3.5％)減少し、156億

４百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末比７億６百万円(6.6％)減少の100億２千６百万円、

固定資産は前連結会計年度末比１億３千９百万円(2.6％)増加の55億７千８百万円となりました。

流動資産減少の主な要因は、受取手形及び売掛金の減少等であります。

固定資産増加の主な要因は、有形固定資産の増加５千１百万円及び無形固定資産の増加５千５百万円

であります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比４億５千８百万円(8.5％)減少の49億

１千３百万円となりました。流動負債は前連結会計年度末比５億６千１百万円(14.3％)減少の33億７千

３百万円、固定負債は前連結会計年度末比１億３百万円(7.2％)増加の15億４千万円となっております。

主な要因は、流動負債の減少につきましては支払手形及び買掛金の減少によるものであり、固定負債の増

加につきましては長期借入金の借入れによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比１億９百万円(1.0％)減少し、106億

９千１百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の減少であります。

利益剰余金は当期純損失による減少及び剰余金の配当により前連結会計年度末比２億９千２百万円

(4.3％)減少し64億６千３百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の65.6％から67.4％となりました。期末発行済株式総数に

基づく１株当たり純資産額は、前連結会計年度末の1,365.16円から1,352.68円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、30億２千８百万円となり

ました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、４億４千３百万円(前第１四半期連結会計期間に比べ１億円減少)

となりました。これは主に、減価償却費２億２百万円、売上債権の減少５億９千５百万円等の資金の増

加が仕入債務の減少８億７千４百万円等の資金の減少を上回ったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、２億６千１百万円(前第１四半期連結会計期間に比べ５千６百万円

増加)となりました。これは主に、機械装置等の有形固定資産の取得による支出１億６千４百万円等に

よるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、４千７百万円(前第１四半期連結会計期間に比べ３億２千８百万円

減少)となりました。これは、長期借入金の返済による支出１億７千３百万円及び配当金の支払による

支出１億７千４百万円が長期借入れによる収入３億円を上回ったことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は42,915千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,800,000

計 16,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,779,865 7,779,865
ジャスダック　　　証

券取引所

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数は100株でありま
す。

計 7,779,865 7,779,865― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

この事項については該当ありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

この事項については該当ありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
 平成21年６月30日

─ 7,779,865 ─ 2,144,612 ─ 2,069,698
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(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動はありません。

　
　　当第１四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社から平成21年５月12日付で関東財務局に提出された

大量保有報告書の変更報告書により、平成21年４月30日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けており

ますが、当社として当第１四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりません。　

　　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

　 　 　
　 大量保有者名 保有株式数 株式保有割合 　 　

　 　 　
　 フィデリティ投信株式会社 203千株 2.62%　 　

　 　 　
　
エフエムアール エルエルシー
(FMR LLC)

364千株 4.68%　 　

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   4,300

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,765,200
77,652同上

単元未満株式 普通株式   10,365 ― 同上

発行済株式総数 7,779,865 ― ―

総株主の議決権 ― 77,652 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱芝浦電子

埼玉県さいたま市桜区
町谷２丁目７番18号

4,300 ─ 4,300 0.1

計 ― 4,300 ─ 4,300 0.1

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 970 1,0751,210

最低(円) 702 829 1,060

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間(平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受け

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,506,090 3,288,467

受取手形及び売掛金 ※２
 3,120,298

※２
 3,636,704

商品及び製品 794,397 840,984

仕掛品 1,578,330 1,692,586

原材料及び貯蔵品 541,016 633,232

その他 489,256 644,504

貸倒引当金 △2,686 △2,925

流動資産合計 10,026,702 10,733,554

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,352,856 2,335,403

機械装置及び運搬具（純額） 1,517,043 1,565,200

その他（純額） 917,155 834,764

有形固定資産合計 ※１
 4,787,055

※１
 4,735,368

無形固定資産 188,878 133,228

投資その他の資産

投資有価証券 268,784 212,102

その他 380,575 405,027

貸倒引当金 △47,211 △47,161

投資その他の資産合計 602,149 569,968

固定資産合計 5,578,083 5,438,566

資産合計 15,604,786 16,172,121
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,227,348 2,044,267

短期借入金 1,056,787 1,064,245

未払法人税等 52,362 31,480

賞与引当金 77,407 243,415

その他 959,353 551,058

流動負債合計 3,373,259 3,934,467

固定負債

長期借入金 1,007,441 874,459

退職給付引当金 427,927 458,228

役員退職慰労引当金 84,560 92,020

その他 20,176 12,388

固定負債合計 1,540,105 1,437,095

負債合計 4,913,364 5,371,563

純資産の部

株主資本

資本金 2,144,612 2,144,612

資本剰余金 2,069,698 2,069,698

利益剰余金 6,463,440 6,756,330

自己株式 △5,260 △5,227

株主資本合計 10,672,490 10,965,414

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 61,840 27,588

為替換算調整勘定 △216,567 △378,145

評価・換算差額等合計 △154,726 △350,557

少数株主持分 173,656 185,700

純資産合計 10,691,421 10,800,557

負債純資産合計 15,604,786 16,172,121
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 3,770,345 2,626,320

売上原価 2,774,706 2,294,658

売上総利益 995,639 331,662

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 222,084 196,455

賞与引当金繰入額 26,366 18,420

役員賞与引当金繰入額 7,500 －

退職給付引当金繰入額 17,804 5,148

役員退職慰労引当金繰入額 4,040 3,540

その他 322,115 265,309

販売費及び一般管理費合計 599,911 488,874

営業利益又は営業損失（△） 395,727 △157,211

営業外収益

受取利息 1,275 1,605

受取配当金 3,529 2,812

為替差益 － 59,704

受取手数料 8,321 －

助成金収入 － 31,671

その他 3,641 8,059

営業外収益合計 16,767 103,853

営業外費用

支払利息 9,352 8,100

為替差損 95,261 －

その他 1,734 760

営業外費用合計 106,348 8,860

経常利益又は経常損失（△） 306,146 △62,218

特別利益

固定資産売却益 － 5

貸倒引当金戻入額 237 216

特別利益合計 237 221

特別損失

固定資産処分損 4,392 3,116

災害による損失 ※
 16,384 －

貸倒引当金繰入額 － 50

特別損失合計 20,776 3,166

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

285,608 △65,162

法人税、住民税及び事業税 181,312 23,616

法人税等調整額 △64,044 21,378

法人税等合計 117,268 44,995

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,924 △11,656

四半期純利益又は四半期純損失（△） 165,415 △98,501
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

285,608 △65,162

減価償却費 220,574 202,251

貸倒引当金の増減額（△は減少） △237 △166

賞与引当金の増減額（△は減少） △154,811 △166,007

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,500 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,992 △30,276

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,999 △7,460

受取利息及び受取配当金 △4,804 △4,418

支払利息 9,352 8,100

為替差損益（△は益） 53,251 △51,944

固定資産処分損益（△は益） 4,392 3,110

売上債権の増減額（△は増加） 248,536 595,918

たな卸資産の増減額（△は増加） △234,274 302,339

未収消費税等の増減額（△は増加） 152,914 157,659

その他の流動資産の増減額（△は増加） △22,749 △19,403

仕入債務の増減額（△は減少） △25,337 △874,846

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,872 13,629

その他の流動負債の増減額（△は減少） 427,136 385,467

その他 △4,440 △2,806

小計 891,744 445,983

利息及び配当金の受取額 4,775 4,349

利息の支払額 △9,323 △8,030

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △343,182 788

営業活動によるキャッシュ・フロー 544,014 443,091

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △82,209 △109,528

定期預金の払戻による収入 76,547 76,792

有形固定資産の取得による支出 △199,934 △164,338

無形固定資産の取得による支出 － △58,051

その他 △28 △6,565

投資活動によるキャッシュ・フロー △205,625 △261,690

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △203,092 △173,031

配当金の支払額 △173,042 △174,543

その他 △456 △421

財務活動によるキャッシュ・フロー △376,592 △47,997

現金及び現金同等物に係る換算差額 △63,610 45,716

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △101,812 179,120

現金及び現金同等物の期首残高 2,833,188 2,849,139

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,731,375

※
 3,028,260
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　この事項については該当ありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日 至　平成21年６月30日)

１　未実現損益の消去

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算

しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　この事項については該当ありません。

　

【追加情報】

　

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　　　この事項については該当ありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,507,065千円

※２　当第１四半期連結会計期間において売上債権の流

動化を行っております。これに伴い、当第１四半

期連結会計期間末において売掛金を164,079千円

流動化しております。

※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,251,245千円

※２　当連結会計年度において売上債権の流動化を行っ

ております。これに伴い、当連結会計年度末にお

いて売掛金を237,759千円流動化しております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

※　災害による損失の主な内訳は、東莞芝浦電子有限公司

における浸水被害によるたな卸資産の廃棄によるも

のであります。

 ──────

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年６月30日)

現金及び預金 3,124,097千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △392,721 〃

現金及び現金同等物 2,731,375千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年６月30日)

現金及び預金 3,506,090千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △477,830 〃

現金及び現金同等物 3,028,260千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,779,865

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,372

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　この事項については該当ありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 194,388 25.00平成21年３月31日 平成21年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
　 　　　この事項については該当ありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　この事項については該当ありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので、注記の

対象から除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

この事項については該当ありません。

　

(企業結合等関係)

この事項については該当ありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の合計額に占めるセンサ電子部品部門の割合がいずれ

も90％を越えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の合計額に占めるセンサ電子部品部門の割合がいずれ

も90％を越えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

2,740,1881,030,1563,770,345 ― 3,770,345

　　(2) セグメント間の内部
　　　　売上高又は振替高

568,662 893,7481,462,411(1,462,411) ―

計 3,308,8511,923,9055,232,756(1,461,411)3,770,345

　　営業利益 418,290 124,138 542,428(146,701)395,727

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア………中国、タイ

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

1,997,269629,0502,626,320 ― 2,626,320

　　(2) セグメント間の内部
　　　　売上高又は振替高

291,872 641,374 933,247(933,247) ―

計 2,289,1421,270,4253,559,568(933,247)2,626,320

　営業利益又は営業損失(△) △84,854 38,592 △46,261 (110,950)△157,211

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　アジア………中国、タイ
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平20年６月30日)

　

　 アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,378,04013,624 262,119 570 1,654,353

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 　 3,770,345

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

36.5 0.4 7.0 0.0 43.9

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)　アジア……………中国、タイ、韓国、シンガポール、台湾、インドネシア、マレーシア

　(2)　北アメリカ………アメリカ

　(3)　ヨーロッパ………ドイツ、スウェーデン、ポーランド、オーストリア、フランス、ルクセンブルク、　イタリア

　(4)　その他の地域……ニュージーランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域への売上高であります。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平21年６月30日)

　

　 アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 941,139 14,754 177,016 ─ 1,132,910

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 　 2,626,320

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

35.8 0.6 6.7 ─ 43.1

(注)　１　国又は地域の区分は、地域的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)　アジア……………中国、タイ、韓国、インドネシア、シンガポール、台湾

　(2)　北アメリカ………アメリカ

　(3)　ヨーロッパ………ポーランド、ドイツ、スウェーデン、ルクセンブルク、オーストリア、イギリス

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域への売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,352円68銭
　

　 　

　 1,365円16銭
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 10,691,421 10,800,557

普通株式に係る純資産額(千円) 10,517,764 10,614,857

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 173,656 185,700

普通株式の発行済株式数(株) 7,779,865 7,779,865

普通株式の自己株式数(株) 4,372 4,338

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

7,775,493 7,775,527

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 21円27銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─
　

１株当たり四半期純損失 12円66銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

165,415 △98,501

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

165,415 △98,501

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 7,775,820 7,775,512

　

(重要な後発事象)

この事項については該当ありません。

　

２【その他】

この事項については該当ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月11日

株　式　会　社　芝　浦　電　子

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　谷　村　和　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　石　田　勝　也　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社芝浦電子の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社芝浦電子及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月12日

株　式　会　社　芝　浦　電　子

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　谷　村　和　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　石　田　勝　也　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社芝浦電子の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社芝浦電子及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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